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1 9 世紀後半アメリカにおける紳士服 一注文仕立服と既製服の競合と共存－

○横山寿子　酒井清子（名古屋女大）

[目的卜 前回の発表において、19 世紀後半におけるアメリカの紳士衣服産業め生産高の推

移と衣服の価格の推移を比較することによって、1890 年から1900 年にかけて高級な衣服

を作るテーラーと既製服産業が共に発達していたことを報告した。この事実の要因とし

て、上記の２形態の衣服産業で作られた衣服の購入層の違いが存在したと推察される。そ

こで今回は、階級による注文仕立服と既製服への考え方の差異について考察する。

[方法] 注文仕立服と既製服の服種、デザイン、色彩、サイズ、素材、製造方法に着目し

｢The New York Times｣ 紙の広告を収集し分類した。更に、着装状況を検討するため

Harper 's Weekly 等のエッチングや写真を収集し検討した。また、服飾感を考察するた

め、James F.CooperやAndrew Carnegie 等の当時の著書数件を参考にした。
[結果]  19世紀前半まで、紳士服におけるモードは注文仕立服を購入できた上流階級のも

のであった。しかし、既製服産業の発達にともない、ビジネススーツなどこれまでよりも

安価なスーツが販売されるようになり、ブルジョワ階級や、また、彼らよりも下層の人々

も衣服を購入できるようになった。この事によって、19 世紀後半のアメリカの紳士服のス

タイルは、均一化に向かった。既製服の中で同じ価格層に含まれるものは、ほんの少し他

と違うデザインや素材であることによってその目新しさを競い、また、上流階級向けの注

文仕立て服では、布地や仕立ての良さ等が重視されるようになった。このように一見、均

一なデザインにおける差別化がこの時期の特徴であり、この事が、２形態の衣服産業の競
介と共存を引 き起こしたと言える。
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[目的]日本における機械捺染の導入は、技術不足、高額な設備のため経営の存続さえ難し

かった明治期、技術の向上や短期間ではあるが第一次世界大戦による好景気を背景とし経
営の安定がみられた大正期を経て、昭和期においては大衆向けの製品として手染め業者の
脅威となるまでに成長をみせる。この過程において機械による捺染の大量生産性とともに
着目され続けた点に染色の堅牢性があげられる。そこで当時の染色業者がこだわり続けた
染色の堅牢性に着目することによって、日本の染色業における初の大量生産品の商品価値

について研究することとした。
〔方法口日出新聞j、F染織時報j、「染織新報｣、r綿ネル新報j、｢染織日出新聞｣をもちい、

捺染業者側の取組み、販売側の要求、消費者側の反応の変化についてとりあげる。
〔結果〕研究により以下２点が明らかになった。
１、合成染料の使用が開始されたばかりで困難であった時代は、機械をもちい

るごとで西
欧諸国と同じ工程で捺染が行えるという利点をいかし、染色の堅牢性を確保した。
２、一般的に染料に対する技術が得られた後は、粗悪品が製造、販売されないよう、製

造
から販売にいたるまで、組合が捺染製品を管理した。
明治期の綿ネルが本ネルを、そして大正期以降の製品は織物、手染め品を模造したように、
機械捺染製品はたえず独自の意匠は敬遠された。しかし昭和期における捺染業はそれまで

の染色堅牢性に見られるような品質の向上に加え、すべての生地に捺染が行われたことや
機械の持つ短時間大量生産性によって、安定した品質が保証され且つ流行のデザイン取

り
入れた捺染製品を、敏速に一般大衆に供給できる手段となったと考えられる。

224


